花冠ツイッター句会今日の秀句抄

　　　　　　　　　　高橋正子選評
★用水の水音軽し花いばら　　　　　津本けい（五月九日）
花いばらが用水路の水にかぶさるように咲いている。水も楚々とながれ、明るくやさしい光景を見せている。句のリズムが軽く、内容とあっている。

★夏燕飛び交う空の朝早き　　　　　高橋秀之（五月二十一日）

早朝の空に飛び交う「夏燕」に夏の朝の爽快さが詠まれている。「夏燕」に託す思いが爽やか。

★万緑やわが人生はかく愉し　　　　河野啓一（五月二十五日）
一読、肩の力が抜けて、とても愉快になる。万緑を吹く風、万緑の光、万緑の色などを愉しと思う心軽い心境をすでにもっておられるからできた句。

★ポケットに鍵のふくらみリラの風　藤田洋子（五月二十八日）
ポケットにいくつも鍵を入れて出かける主婦の普段の生活。そういう生活にも、リラの咲く風が吹くと、洒落た生活となる。「リラの風」が作者の姿をよく浮き上がらせている。

★青葉冷え鉱泉の湯気湧きのぼる　　小川和子（六月三日） 

青葉の中に勢いのある鉱泉の湯気が立ち上って、自然の力の大きさを感じる。「青葉冷え」なので、身体にそれが伝わる。

★夏雲雀見上ぐ帽子の鍔をあげ　　　黒谷光子（六月十三日）
夏雲雀だから「帽子の鍔をあげ」が納得できる。空に揚がる雲雀を追って、帽子の鍔をあげれば、夏空が眩しくかがやく。鍔をあげて見る世界は明るくて広い。

★青無花果草の香りと交ざりけり　 桑本栄太郎（六月二十二日）
無花果は、いまでは、見捨てられたような草地の畑の育っていることが多い。青無花果の匂いと、夏草の匂いは共に青い匂いながらも、確かに違って、交じって匂う。

★夜店に掬う赤き金魚を子が持てり  後藤あゆみ（七月十一日）
夜店で掬う金魚は、たいてい赤か黒だが、敢えて「赤き金魚」と表現したので、涼しい赤い色が目に浮かぶ。「子が持てり」にば楽しさや可愛らしさが読みとれる。

★管弦船万灯揚げて海に出づ      佃　康水（七月十八日）
宮島の「管弦祭」は、ただの「祭り」では、表しにくい。「万灯を揚げて」「海に出づ」は、瀬戸内の穏やかな海でこそ出来ること。管弦祭の臨場感が出た。

★妻の手に濡れて溢れて茗荷の子  古田敬二（七月二十二日）
茗荷の子は、私の経験でも、露に濡れた葉に手を入れ、少しは土に汚れているのを摘み取った記憶が多い。「濡れて溢れて」がいい。それも妻の手にあること。

★桃きらきら甲斐の端山の土産屋に 川名ますみ（七月二十五日）
甲斐の連山を下り、人里も近くなったところに、甲斐名産の桃が土産に売られている。「桃きらきら」とした感覚に、無疵の桃のみずみずしさ、ういういしさがでている。

★岩つたう山水飲んで夏山へ       迫田和代（七月二十六日）
夏山の登り口まで着くと、岩をつたう冷たい山水があって、喉を潤して休憩をとる。英気をやしなって、これから登山開始となる。夏山登山の一こまが、新鮮に詠まれている。

★立つものは向日葵ばかり畑の昼   上島祥子（七月二十九日）
真夏の昼の畑は、南瓜が地を這い、茄子は低く育ち、小葱なども葉が白けて、立ってるものは、向日葵ばかり。それだけに向日葵の姿が独特に浮かび上がる。

★畦草を刈りて定かや稲の花       小口泰與（八月十一日）
稲の花が咲くころは、畦草も伸びてくる。それを刈ると畦がさっぱりとして、稲の花の存在が定かになる。取り合わせの句ではないので、稲の花が生き生きとしている。

★子燕のみな発ち空に声のあり     安藤智久（八月十二日）
子燕が育ち、巣立ちをし、みんな空で囀るようになった。子燕を見る目がやさしい。空にある声に子燕のかわいく元気な様子見える。

★球追えば芝に群れなす赤とんぼ   小西　宏（八月十四日）
あおあおとした芝に球を追うと、そこは、秋が来ている。芝生に低く飛ぶ赤とんぼに、さわやかな風が立つ。イメージが鮮明で、句に力がある。

★見ゆるものみな新涼の影を持つ   多田有花（八月二十六日）
秋に入ると、目に映るものが新鮮に捉えられる。見えるものの影にも夏とは違った新しい涼しさが加わる。
